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NGC6334とNGC6357は多数のクランプや星団を含む若いスターバースト領域であり、強い減光を受けている。
この領域は名古屋大学の NANTEN2望遠鏡の CO(J=1-0)の解析から、分子雲衝突による大質量星形成が示唆され
ている（2014 年天文学会秋季年間での鳥居他講 演）。今回、分子雲衝突を検証するために、さらにNANTEN2の
12CO(J=2-1)、ASTE望遠鏡 の 12CO(J=3-2) と 13CO(J=3-2)、およびATCAによる SGPS(Southern Galactic
Plane Servey)のHI のデータを用いて解析を行った。その結果、NGC6334において CO(J＝ 2-1)/(J=1-0)輝線
強度比が２つの 成分をつなぐブリッジ部で高くなって いることを明らかにした。また、より高い空間分解能を
もつCO(J=3-2)積分強度 分布はクランプに分解さ れ、それらのうち４つには赤外線源が付随しているこ とを分
かった。さらに、分子雲の存在する領域でHIは強い吸収を示し、低温で高密度な原子ガスが付随することを確認
した。NGC6357でも同様の特徴が見 られ、銀河腕内の分子雲の相互作用により多数の分子雲衝突が 100pc オー
ダーで 広範囲にわたり見られることが明らかになった。本講演では以上の解析結果の詳 細について発表する。


